
 

 

  
平成２２年３月３０日 

 
 

新中期経営計画「ＮＥＷ ＰＲＯＪＥＣＴ ６０」について 

 
 

 武蔵野銀行（頭取 加藤喜久雄）では、４月より３年間（平成２２年４月～平成２５年

３月）の新中期経営計画「ＮＥＷ ＰＲＯＪＥＣＴ ６０」をスタート致しますので、別

紙のとおりお知らせします。 

 

 前中期経営計画「ＶＡＬＵＥ ＵＰ ２１」では、「お客さま満足度 No.１銀行を追求」

「持続的成長戦略を展開」「スリムで強靭な企業体質を構築」という基本方針のもと、様々

な施策や改革を推し進めてまいりましたが、国内外の景況感悪化や県内における競合激化

等、当行並びに金融機関を取り巻く環境は大きく変化しております。 

 

こうした環境の変化を踏まえ、新中計では、「勝ち残る強い銀行」、「存在感のある銀行」、

「信頼感のある銀行」に向け、「地域密着型金融を愚直に実践する」ことを基本方針とし、

中計の名称につきましても、平成２４年３月の当行創立６０周年に向け、「新しいぶぎん」

を作っていくことをイメージして「ＮＥＷ ＰＲＯＪＥＣＴ ６０」としたものでありま

す。 

 

市場性豊かな埼玉県においては、今後、金融競争の一段の激化は必至でありますが、当

行は新計画のもと、たゆまぬ努力をもって、お客さまや株主さまの満足度向上をひたすら

追求してまいります。 

 

  
 
 
  

報道機関からのお問い合わせ先 
総合企画部      当麻 片山 

TEL（048）641‐6111（代） 内線 2161、2163 
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       ＮＥＷ ＰＲＯＪＥＣＴ ６０ ～創立６０周年に向けた成長戦略～ 
        ≪名称の狙い≫  

創立６０周年を迎えるにあたり、「新しいぶぎん」を作っていくことをイメージした

もの。 
        ≪サブタイトル≫ 

「地域で最も信頼されるワンランク上の銀行」を目指して 
 

      平成２２年度～平成２４年度（３年間） 
 

       ≪３つの「Ｓ」≫ 
・厳しい環境下においても勝ち残る強靭な銀行＝ＳＴＲＯＮＧ 
・存在感のある銀行            ＝ＳＴＡＴＵＳ 
・信頼感のある銀行            ＝ＳＵＰＰＯＲＴ 

 

３つの「Ｓ」に向けた「地域密着型金融の愚直な実践」 

 
 

  
１．営業推進態勢の改革 

        （１）全体イメージ 

         ・お客さま目線に基づいた「顧客接点の強化」 
         ・「総合取引」を重視した推進態勢 
         ・「面」の営業態勢の確立・強化 
        （２）チャネル戦略 

         ・店舗網の充実及び非対面チャネルの強化による顧客利便性の向上 
        （３）法人戦略 

         ・メイン化・準メイン化の強力促進 
         ・金融円滑化への継続的取組み 
         ・総合的な金融サービスの提供 
         ・成長が期待できる業種分野への取組み及び地域情報の収集・活用の強化 
        （４）個人ローン戦略 

         ・県内シェアの拡大と家計メイン化活動の推進 
         ・本支店の協働による富裕層の囲い込み強化 
         ・返済相談への真摯な取組み 
        （５）基盤項目・預り資産 

         ・取引基盤強化による集まる預金態勢の構築 
         ・顧客ニーズに応えられる提案営業の推進 

新中期経営計画の概要 

名称 

計画期間 

基本戦略 

目指すべき姿 

基本方針 
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 ２．人材育成の徹底 
  ・人材レベルアップに向けた人事施策の展開 
  ・「面営業」を可能にするための階層に応じた役割の見直し 
  ・付加価値の高いサービスが提供できる銀行の「プロ」の育成 
３．効率的営業態勢の確立、内部管理態勢の強化 

      ・事務改善による営業推進態勢の強化 
      ・信用リスク管理・収益リスク管理の高度化 
    ４．その他主要戦略 

      ・ＣＳＲへの取組み強化 

・システム戦略（新商品・新サービスへの対応・システム経費の削減・人材の育成） 

・グループ戦略（外部環境の変化等に則した当行グループの最適化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

計数目標 

コア業務純益 

 

当期利益 

 

自己資本比率 

 

ＲＯＥ 

 

不良債権比率 

２０６億円 
 

３８億円 
 

１０．４３％ 
 

２．５８％ 
 

２．５％ 

２２０億円 

 

１００億円 

 

１０．５％程度 

(Tier１比率８％程度) 

６．０％ 

 

１％台 

貸出金残高（末残）

 

預金等残高(末残) 

 

預り資産残高（末残）

２７，２００億円 
 

３３，２８０億円 
 

５，０８１億円 
（時価ベース） 

＋２，０００億円

（年率２．５％）

＋３，０００億円

（年率３％） 

＋１，５００億円

（年率１０％） 

計数ガイド 

２２年３月期予想 ２５年３月期目標


